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平成31年３月10日(第914号) 自動車会議所ニュース

学教員の研究テーマは液晶や光デバイス。自動車業
界はもちろん、多方面での産業貢献が期待できる分
野。とはいえ、当時は若手教員。研究費の捻出にも
頭を悩ましていた頃だった。
　先方は本国から重役も来るので、とアポイントを
急いでいた。メールで、電話で。論文を褒め称え、
研究室・実験施設を見学したいと強調していた。
　同じ企業の名刺を持った総勢７、８人が大学を訪
ねてきたのは早かった。ふとした「違和感」があり、
面談は会議室で行った。そこで先方の重役が唐突に
持ち出したのは共同研究、そして結構高額な研究費
の提示。「違和感」はさらに強まり、研究室や実験施
設の見学は、ご遠慮願った。その数年後。その企業
の幹部が逮捕されたり、製品を使わないと表明する
国が相次いだ。
　最新の技術をどう保護するか。いわゆる企業秘密
を守るには、モラルに加え、技術も資金も必要とする。
情報を巡るせめぎ合いの歴史も深い。
　「不首尾」に終わったとされる先日の米朝首脳会
談後の会見で、米国・トランプ大統領は「我々は北
朝鮮のことについては良く知っている。インチ単位
で分かっている」と話した。

　「先生の研究は素晴らしい。
興味を持っている」
　ある国の企業人が、研究者
の心を最もくすぐる言葉でア
プローチをしてきた。この大

　国家レベルにおける情報収集活動で、偵察衛星や
電子情報を収集していく「シギント」（SIGINT）の
分野は急速に発達している。米国大統領のハノイで
の発言にも、一端がうかがえる。同時に近年では、
シギントの発達で手薄となった人による情報収集、
いわゆる「ヒューミント」（HUMINT）が見直され
ているのだという。「007」の世界だが、必ずしも非
合法なことだけを指すわけではない。噂話や、いわ
ゆる口コミ情報などもヒューミントにつながる。
　技術＋人の息吹。この組み合わせで理解しないと、
本当の意味での技術力や、ひいては国力を理解する
ことは難しいのだろう。
　約２万点の部品（技術・企業秘密）で構築される
今の自動車。分解して仕組みが分かっても、個々に
込められた２万の思いまでくみ取れなければ、いつ
までも「真似」（コピー）の粋を出ることはできない。
　モノづくりに脈々と注がれる人の息吹。技術を支
えるのは常に人。そう思うと、自動車はやはり夢が
あり、壮大な世界。就業人口の約１割が、人生を賭
けるに値する仕事といえる。
◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆

※　高橋氏の連載は今号で終了させていただくこと
となりました。次号からは、時事通信社で経済部
記者、解説委員などを務められ、現在は時事総合
研究所客員研究員をされております山川裕隆氏に
連載いただきます。
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007はクルマが好き
日刊自動車新聞社 取締役　高橋 康弘


